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　皆さん、こんにちは。会長挨拶をさせて頂きます。
　今月は、職業奉仕月間また米山月間です。本日は、国際ロータリー
第2770地区米山記念奨学学友委員会より堀田明様、米山記念奨学生チ
ョウ・エンさん、ようこそお出で頂きありがとうございます。
　今週は、10月5日に上尾市市制施行55周年記念式典に出席してきま
した。商工観光業の振興に寄与した団体として表彰状を頂きました。
午後からは、桶川市のさいたま文学館で地区の職業奉仕月間セミナー
に参加しました。大塚パストガバナーの基調講演と九州ルーテル大学
院客員教授の大畑誠也先生の講演がありました。当クラブからは、尾
花会員、大木会員が出席されました。講演の内容については、機会が
ありましたら報告させて頂きます。
　今日は、米山記念奨学会について調べてみました。公益財団法人米
山梅吉記念館のホームページによりますと、米山梅吉翁は1868年2月4
日に東京芝に生まれました。父の死去に伴い、静岡県三島に移りまし
た。駿東郡長泉村の映雪舎に学んでいた頃からその成績のよさが嘱目
され、沼津中学に通い漢学、蘭学、西洋文化に触れ、その知識欲が膨
らんだそうです。回覧雑誌を作ったり、雑誌に投稿するなど文学少年
でもあり、後に和歌や俳句を嗜む土壌は少年時代に培われました。ま
た、長泉で400年以上続く米山家にこわれて、後に養子縁組を結ぶこと
になります。16歳の時に、沼津中学を退学して単身上京しました。働
きながら勉強を続け、19歳で東京英和学校（青山学院の前身）に転入
し、英語を学びました。20歳の時にさらに大きな世界を求めてアメリ
カに渡り、8年間の留学をしました。帰国時に「提督彼理（ペルリ）」
の原稿を携えていたそうです。この本は、帰国してから師事していた
勝海舟による題字が記されて出版されました。そして三井銀行に入行
し、1年目にして神戸支店次席に、また欧米視察を重ねて近代銀行業務
の基礎を築いています。また日本で初めての信託会社となる三井信託
株式会社を創立して、初代社長に就任しています。実業家として活躍
する一方、三井報恩会初代理事長として社会的・文化的事業への援助
を積極的に進めました。その他緑岡小学校（現在の青山学院初等部）

第２511回　例会
２０１3 .10.10

関口　和夫会長

ロータリーを実践し みんなに豊かな人生を

Ａｇ
ｅｏ Ｒ

ｏｔａｒｙ Ｃｌｕｂ  Ａｇｅｏ Ｒｏｔａｒｙ Ｃ
ｌｕｂ

例会日　毎週木曜日　12：30～13：30
例会場　東武バンケットホール４F（ポリアス）

事務所　　〒362-0035　埼玉県上尾市仲町1-8-31　新和エクセルビル303
ＴＥＬ/ＦＡＸ　048-775-7788　　

出席　　会員数　　３５　　　出席数　　24
欠席　　欠席数　　11　　　（％）　　68.57
前々回確定　　　　　　　　　欠席数 　　3
修正（％）　 　91.43 　　　　  （Ｍ・Ｕ）      6

し上のグレードを目指すため、日本を留学先として
選びました。2010年に中国の大学を卒業し、2011
年に日本に来ました。
　日本に来た第一印象は「空がきれい」でした。日
本では東京理科大学の研究生で、会計学を勉強して
大学院に入学しました。キャンパスは埼玉県久喜市
にあります。熊本での簿記学会にも参加し、論文も
発表しました。
　最終的に日本で就職しなければならない気分にな
り、勉強をして無事に日本の会社に内定することが
できました。日本に来てまだ２年しか経っていない
のに、いろいろ順調すぎて、日本の国に感謝しなけ
ればならないと思っています。
　最近では京都に旅行に行き、伏見稲荷大社の千本
鳥居に魅了されました。また陰陽師の安倍晴明も大
好きなので清明神社にも行きました。幼い頃からの
夢が実現してとても嬉しかったです。今年の夏は伊
豆に行き、温泉が大好きなので旅館の大浴場につか
りっぱなしでした。日本にいる限り、全国の名湯を
巡ってみたいと思います。
　最後に、私は2013年5月に奨学生に合格し三郷ウ
ェンズデークラブに所属しています。クラブのパス
ト会長から貴重な言葉をいただいています。毎週、
素晴らしい例会に参加でき、勉強にも集中できてロ
ータリークラブに感謝しています。
　これからの私は、根性を叩きのめしもっと努力を
する、自分の目で真実を確かめる、自分の力で成功
していこうと思っています。

地区　米山記念奨学学友委員会　副委員長　堀田　明様

　海外から来た米山奨学生の皆さんは、向上心旺盛
で、ハングリー精神を持っていると感じます。接し
ていると我々も元気づけられるし気合が入ってきま
す。なのでずっとこの事業携わっていきたいと思っ
ています。そこで皆様にお願いですが、米山記念奨
学生を得るには寄付が必要です。寄付は特定の方に
偏らず、寄付額は小額でも結構ですので、寄付をし
てくださる方の割合を増やそうと活動しています。
「米山に寄付をしよう」という気持ちを拡げたいと
活動していますので、よろしくお願いいたします。
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大木　保司 100.00% 100.00%
大塚　崇行 100.00% 100.00%
大塚　信郎 100.00% 100.00%
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神田　博一 25.00% 66.67%
吉川　公夫 100.00% 100.00%
久保田　勲 100.00% 100.00%
古賀　昇 75.00% 83.33%
小林　邦彦 100.00% 100.00%
齋藤　重美 100.00% 100.00%
齋藤　哲雄 100.00% 100.00%
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幹　事　報　告

　皆さんこんにちは。
◆10月第３例会、ビデオ
上映ですが、第４例会の
卓話の都合上、第３例会
に結婚・誕生のお祝いを
させていただきます。
◆同じく11月も最終例会がガバナー公式訪問である
都合から、第３例会に結婚・誕生のお祝いをさせて
いただきます。
◆会長挨拶にもあったように、10月5日（土）に上
尾市市制施行55周年式典が上尾市文化センターで行
われ、当クラブは、多年にわたり商工観光業の振興
につとめたということで表彰状をいただきました。
また同式典に於いて、「キラリ☆あげおCMコンテ
スト」で最優秀作品章を、あぴっと！の役員を務め

齋藤哲雄幹事

委員長報告

の設立、長泉村への図書館の寄贈など自らの信念に
基づいた社会奉仕活動も熱心に行いました。47歳の
時、事業に成功して目途がついたら後進に道を譲り、
報恩社会奉仕の道をさがすべしという「新隠居論」
著し、奉仕を理想とする人々が集うロータリークラ
ブとの出会いは、必然であったといえるかもしれま
せん。1905年にポール・ハリスがアメリカで創っ
たロータリークラブを1920年に東京に設立、日本
で初めてのロータリークラブの創成期の活動の中心
に立ちます。こうして公私共に奉仕の精神を持ち続
け、生涯と通じて活動を続けました。1946年4月
28日に亡くなっています。米山梅吉翁が亡くなって
から6年後、1952年に東京ロータリークラブが、そ
の偉業を記念して「米山基金」を発表しました。そ
の後、全国の共同事業に発展しました。その使命は、
将来日本と世界とを結ぶ「懸け橋」となって国際社
会で活躍し、ロータリー運動の良き理解者となる人
材を育成することです。これは、ロータリーの目指
す「平和と国際理解の推進」そのものです。米山梅
吉翁の精神を、受けついでいきたいと思います。
　以上をもちまして、会長挨拶とさせて頂きます。
本日も、よろしくお願いします。

米山記念奨学委員会　名取　勝委員長
　今月は米山月間という
ことで素晴らしいゲスト
もお招きしております。
米山記念奨学事業への寄
付ですが、今回、大塚パ
ストガバナーと尾花パス
トガバナー補佐から寄付がございました。今年の目
標であと５口ほどありますので、皆様方、率先して
寄付していただければと思っております。よろしく
お願いいたします。

る長沼会員が受賞しました。
◆11月９日・10日の地区大会の案内をお配りしま
した。ご一読のほどお願い申し上げます。
◆上尾中央医科グループより、10月13日、TBSテ
レビ「夢の扉＋」で金平永二先生が紹介されるとご
連絡をいただき資料の中に入れさせていただきまし
た。番組をご視聴いただければと存じます。
◆本日は例会終了後、クラブ協議会と、その後に理
事会を開催します。よろしくお願いいたします。

　皆様こんにちは。本日は上尾RCさんということ
でたいへん緊張しております。一昨年、春日部西
RCの副幹事で地区にでて、大塚パストガバナーに
はたいへんお世話になりまして、三國年度では尾花

ビジターゲスト挨拶
地区　米山記念奨学学友委員会　副委員長　堀田　明様

★トピックス★
10月5日、上尾市市制施行55周年記念式典で
当クラブが表彰されました。
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卓　話
米山記念奨学生　張　菀（チョウ　エン）さん　
　三郷ウェンズデークラ
ブより参りました張菀と
申します。本日はお招き
をいただき卓話をさせて
いただく機会を与えられ
ありがとうございます。
私が日本に来たきっかけや活動をお話したします。
　出身は中国の南京市、大学は東京理科大学経営学
研究科　修士2年生です。趣味は読書、音楽、絵描
き、ゲームです。性格は、見た目より内気です。今
一番ハマっていることは旅行です。最近の目標は自
動車免許の取得です。
　出身地＝南京市は、中国・江蘇省の省都。かつて
は三国・呉、東晋、南朝の宋・斉・梁・陳（以上の
六朝）、十国の南唐や明といった王朝や南京国民政
府の首都でした。中国四大古都の一つです。南京の
夏はとても暑く、重慶、武漢と並ぶ中国三大ボイラ
ー（三大火炉）の一つと呼ばれています。南京の観
光名所は、孔子像のある「夫子庙」。日本の祇園と
似ている気がして、屋台もたくさんあり、美味しい
お料理も食べられます。８月にはお祭りもあります
。もう１つの名所は、現在建て直している玄武湖で
す。たいへんきれいな所です。南京の名物、南京ダ
ックも紹介させていただきます。北京ダックと違っ
て、皮と肉を分けずにそのまま刻み、特製のルゥを
かけていただきます。
　私が日本を知るきっかけになったのは、私の趣味
である読書からです。中学生の頃、中国で翻訳され
ている日本の本を読みました。私の好きな作家は夢
枕獏さんで、『陰陽師』が特に気に入っています。
また今の日本の若い方と同様に、ゲームが好きで、
日本の「戦国史」のゲームをよくプレイします。高
校生の頃、「信長の野望」というゲームをやり、エ
ンターテインメントの方面から日本の戦国時代のこ
とを知り始め興味が湧き、日本に行ってみたいとい
う気持ちが芽生えました。
　大学で英語・日本語を専攻の後、就職活動を行っ
たが内定した企業に納得いかなかったので、もう少

様にもガバナー補佐とし
て活躍していただきまし
た。この場を借りてお礼
を申し上げます。
　早速ですが米山記念奨
学事業の概要につきまし
て資料を作らせていただきました。卓話の前に簡単
にご説明させていただきます。
　まず事業の使命は、先ほど関口会長が会長挨拶で
仰ったそのままでございます。1905年にポール・
ハリスがアメリカで創ったロータリークラブを
1920年に東京に設立したのが米山梅吉翁です。米
山翁の功績を称えて1952年に東京RCが独自に発案
し、1957年には日本全国に拡がって、1967年に「
財団法人ロータリー米山記念奨学会」になって、去
年2012年に、公益財団法人になりました。資料に
あるように、ロータリーの中で、日本独自の事業で
あります。なので日本人である我々はこの事業に資
金を出したいと考えます。
　特徴１として、日本最大の民間奨学事業でありま
す。奨学生採用数は全国で年間約７００人。１０年
前は千人程度で推移していました。それが年々減り、
８００人になって、来年から７００人に減ってしま
いました。これは寄付額の問題にございます。奨学
金（毎月）は、学部課程10万円、修士・博士課程
14万円支給させていただいております。
　特徴２として、経済的な支援だけでなく「米山事
業は、まさに“人づくり”」です。奨学生には例会に
月１回以上の出席をお願いしており、また地区の行
事には義務出席としております。昨年度より例会に
おこづかいを貰いに１回出席してくるだけというの
はやめて、できる限りすべての例会に出席しようと
しています。その流れは奨学生に浸透して、今年度
はすべての例会に積極的に参加してくださっていま
す。熱を入れれば入れるほど、奨学生につくカウン
セラーとの一体感が生まれ、卒業式の日にはカウン
セラーが涙を流します。一体感が芽生えた奨学生は
そのまま学友に残ってくれたり、連絡をとりあって
います。このようなカウンセラー制度がある奨学事
業はロータリーくらいではないかと思っています。
まずは張菀さんの卓話をお聞きください。


